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地域住民の皆様の安全・安心を守ります。



＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

 

第　９ 消防行政に対する一般質問

　令和５年第1回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　令和５年2月８日（水曜日）午後２時１分　開会

発議第１号　駿東伊豆消防組合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について第　８

第　７ 議第　４号　令和５年度駿東伊豆消防組合会計予算について

内　容 議決結果

本改正案は、地方公務員法（昭和25年法律第 261号）の一部改正等に伴い、本
組合職員の定年を引き上げるとともに、駿東伊豆消防組合職員の定年等に関する
条例（平成28年駿東伊豆消防組合条例第17号）ほか６条例の一部を改正し、駿
東伊豆消防組合職員の再任用に関する条例（平成28年駿東伊豆消防組合条例第
18号）を廃止するものです。

可決

本案は、地方自治法第 213条の規定により、翌年度に繰越して使用することが
できる経費を繰越明許として、また、地方自治法第 214条の規定により、債務
を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額を債務負担行為として
それぞれ設定するものです。

可決

駿東伊豆消防組合議会の個人
情報の保護に関する条例の制
定について

本案は、令和３年５月に「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関
する法律」が公布されたことに伴い、改正された個人情報の保護に関する法律が
令和５年４月１日から地方公共団体に適用されることになりますが、地方公共団
体の議会は、個人情報保護に対する基本的な責務を除き、適用対象外となること
から、新たに制定をするものです。

可決

発議第１号

議第１号

議第４号

議第３号

本案は、令和３年５月に「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関
する法律」が公布されたことに伴い、改正された個人情報の保護に関する法律
（平成15年法律第57号。）が令和５年４月１日から地方公共団体にも適用され
るため、制定するものです。

可決
駿東伊豆消防組合個人情報の
保護に関する法律施行条例の
制定について

令和５年度駿東伊豆消防組合
会計予算について

本案は、令和５年度歳入歳出予算の総額をそれぞれ62億7,663万3,000円と定
めるものです。本予算は、前年度当初予算と比較すると３億9,335万2,000円
の減額となります。減額の主な理由は、令和４年度に更新整備した消防指令シス
テムの部分更新経費及びはしご付消防自動車更新整備に係る経費が皆減したこと
が主なものです。

可決

駿東伊豆消防組合職員の定年
等に関する条例等の一部改正
等について

令和４年度駿東伊豆消防組合
会計補正予算（第３回）につ
いて

議第２号

＜ 　議 案 一 覧 　＞

議案名

第 10 議会運営委員会の閉会中の継続調査

第　１　　会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名

第　２ 諸般の報告

第　３ 会期の決定

第　４ 議第　１号　令和４年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第３回）について

第　５ 議第　２号　駿東伊豆消防組合個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

第　６ 議第　３号　駿東伊豆消防組合職員の定年等に関する条例等の一部改正等について

駿東伊豆消防組合議会 定例会が開催されました。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ２

定例会における議案質疑はありませんでした。



　

J
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
、
火
災
等
で
の

消
火
や
救
助
、
救
急
活
動
中
で
の
隊
員
対

応
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
情
報
連
絡
体
制
が
あ
る
の

か
伺
う
。

警
防
課
長

現
在
、
本
消
防
本
部
と

し
て
、
J
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
の
火
災
等
に

お
け
る
活
動
中
の
隊
員
対
応
に
つ
い
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
本
消
防
本
部
の
連
絡
体
制
に
よ

り
、
J
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

等
の
有
事
関
連
情
報
を
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
が
受
信
す
る
と
、
全
消
防
署
所
及
び

出
向
中
の
全
車
両
に
対
し
警
報
音
と
音

声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
自
動
で
転
送
さ
れ
、
全

て
の
勤
務
職
員
に
周
知
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
活
動
中
の
隊
員
対
応
は
、

活
動
中
で
あ
っ
て
も
、
有
事
関
連
情
報
を

知
り
得
た
時
点
で
、
活
動
の
一
時
停
止
を
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含
め
、
車
内
待
機
等
、
安
全
確
保
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

万
が
一
、
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
管
内

に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
飛
翔
体
が
着
弾

し
た
場
合
の
現
場
活
動
に
つ
い
て
、
普
段

と
同
様
の
消
火
・
救
助
・
救
急
活
動
を
す

る
の
か
、
そ
の
消
防
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

警
防
課
長

国
民
保
護
法
で
は
、
消

防
機
関
は
、
武
力
攻
撃
災
害
の
場
合
で
も
、

他
の
災
害
等
の
場
合
と
同
様
に
消
火
や
被

害
防
除
・
軽
減
を
中
心
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
非
常
事

態
に
お
い
て
は
、
消
火
活
動
及
び
救
助
・

救
急
活
動
等
を
行
う
隊
員
に
対
し
、
二
次

被
害
を
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
、
県
、

構
成
市
町
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
を
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
及
び
警
防
本
部
に
集
約
し
、

第
一
回
定
例
会
で
は
、
２
人
の
組
合

議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

杉
村

清

議
員

全
て
の
最
新
情
報
を
活
動
隊
員
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
警
察
等
と
連
携
し
た
活
動

体
制
を
確
立
す
る
な
ど
、
安
全
確
保
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
体
制
と
し
て
は
事
態
の

規
模
に
合
わ
せ
て
職
員
を
参
集
し
、
配
備

体
制
を
強
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
消
防
庁

通
知
の
「
警
防
活
動
時
等
に
お
け
る
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
定
め
る
と
お
り
、
関

係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
体
制
等
を
整
備

す
る
た
め
、
必
要
に
よ
り
消
防
機
関
、
警

察
、
自
衛
隊
等
と
現
地
調
整
所
を
設
け
、

各
機
関
の
情
報
の
共
有
や
連
絡
調
整
に
当

た
ら
せ
る
と
と
も
に
、
警
防
本
部
と
の
連

絡
体
制
を
確
立
さ
せ
る
な
ど
、
安
全
確
保

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

質問中の杉村議員

J

ア

ラ
ー
ト
（
全

国

瞬

時

警

報

シ

ス

テ

ム
）
発
令
時
に
取
る
消
防
体
制
に
つ
い
て

有事の際、活動中の隊員の

安全確保に努めます。



ま
で
把
握
で
き
、
応
援
部
隊
で
あ
る
緊
急

消
防
援
助
隊
へ
の
情
報
提
供
が
的
確
に
行

え
た
こ
と
で
、
円
滑
な
救
出
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
後
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に
対
し
、
非
常

に
重
要
な
観
点
だ
と
改
め
て
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
他
県
消
防
局
等
や

自
衛
隊
、
警
察
と
の
連
携
が
目
的
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
得

た
教
訓
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

警
防
課
長

今
回
、
参
加
し
た
訓
練

で
は
、
自
衛
隊
及
び
警
察
と
の
連
携
活
動

は
な
く
、
あ
く
ま
で
緊
急
消
防
援
助
隊
と

の
連
携
訓
練
の
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
得
た
教
訓
と
し
て
は
、
被
災
側
と

し
て
受
援
を
受
け
る
立
場
の
考
え
方
の
整

理
・
切
替
え
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
緊
急
消
防

援
助
隊
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
想
定
さ

れ
る
被
災
県
は
１
０
県
に
及
び
、
応
援
大
隊

は
、
こ
れ
ら
を
除
く
遠
方
か
ら
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
然
、
発
災
時
は
、
本
消
防

本
部
の
持
て
る
消
防
力
を
最
大
限
活
用
し
、

管
轄
消
防
と
し
て
災
害
対
応
い
た
し
ま
す

が
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
が
決
定
し
た

際
は
、
消
防
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
も
、
受

援
側
と
し
て
頭
を
切
り
替
え
、
進
出
拠
点
の

確
保
を
始
め
、
応
援
部
隊
に
い
か
に
災
害
状

況
の
詳
細
を
示
し
、
活
動
し
て
も
ら
う
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
本
消
防
本
部
と
し
て
も
、
本

年
度
、
緊
急
消
防
援
助
隊
等
受
援
計
画
を
改

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
継
続
的
に

見
直
し
等
を
進
め
、
本
消
防
本
部
の
み
で
は

対
応
困
難
な
災
害
に
対
し
、
事
前
の
準
備
や

体
制
の
構
築
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
の
訓
練
参
加
隊

数
と
会
場
に
お
け
る
活
動
等
に
つ
い
て
伺

う
。

警
防
課
長

今
回
の
訓
練
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
に
よ

り
、
被
災
県
で
あ
る
静
岡
県
の
初
動
対
応
、

早
期
の
被
害
状
況
把
握
、
よ
り
迅
速
な
緊
急

消
防
援
助
隊
の
全
国
規
模
の
参
集
及
び
実

践
的
な
部
隊
運
用
訓
練
を
通
し
て
連
携
活

動
の
強
化
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
消
防
本
部
と
し
て
は
、
想
定
さ
れ
た
ト

ン
ネ
ル
災
害
に
対
し
、
指
揮
隊
、
救
助
隊
、

消
火
隊
、
救
急
隊
、
重
機
隊
の
計
５
隊
、
２

１
人
が
参
加
し
、
地
震
に
よ
り
崩
落
し
た
ト

ン
ネ
ル
内
で
、
下
敷
き
に
な
っ
た
車
両
内
外

に
取
り
残
さ
れ
た
要
救
助
者
の
救
出
に
対

し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
４
県
隊
の
応
援
を
受

け
て
、
現
場
の
指
揮
活
動
か
ら
消
火
、
救
助
、

救
急
活
動
な
ど
複
合
的
な
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
訓

練
を
取
り
入
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
目
的

や
内
容
、
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

警
防
課
長

今
回
の
本
消
防
本
部

が
参
加
し
た
訓
練
で
は
、
「
大
規
模
地
震

に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
崩
落
」
と
い
う
想
定
の

み
が
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
、
ト
ン
ネ
ル
内

に
車
両
や
要
救
助
者
が
ど
の
程
度
い
る

か
な
ど
、
そ
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
ブ

ラ
イ
ン
ド
型
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
的
と
し
ま
し
て
は
、
救
出
活
動

以
上
に
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害

現
場
で
の
状
況
把
握
の
強
化
に
主
眼
を

置
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
際
に
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
状
況
は
一
切

分
か
ら
な
い
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

た
め
、
指
揮
隊
を
中
心
に
全
て
の
活
動
隊

で
状
況
把
握
に
取
り
組
み
、
ト
ン
ネ
ル
内

に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
車
両
及
び
要
救

助
者
数
な
ど
の
被
災
状
況
を
、
安
全
管
理

を
行
い
な
が
ら
一
つ
ず
つ
確
認
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
詳
細
な
状
況

答弁中の警防課長

受援体制の構築を

進めてまいります。

第
６
回
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練

に
お
け
る
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
の
活
動
に

つ
い
て



ま

た
、
交
通
法

規
の
遵
守

・
交

通
事

犯
防

止
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
消

防
署

に
安

全
運
転
管
理
者
を
指
名

し
、
年
間

を
通
じ
て
交
通
事
犯
防
止
の
た
め
の
教

育
を

行
う
と
と
も
に
、
管
轄
警
察

署
の

協
力

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
種

研
修

会
や

講
習
会
に
参
加
す
る
な

ど
、
交
通

事
犯
の
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
職
員
の
度
重

な
る
非
違
行
為
に
よ
る
逮
捕
等
に
つ
い

て
の
検
証
と
事
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

総
務
課
長

今
年
度
職
員
の
非
違

行
為
に
よ
る
逮
捕
案
件
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
、
職
員
に
よ
る
不
祥
事
の

発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
綱
紀
粛

正
に

係
る
通
知
な
ど
を
定
期
的
に
発
出
す
る

と
と
も
に
、
職
員
教
育
の
一
環
と
し
て
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
」
を
毎
月
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま

た
、
所
属
長

に
よ
る
個

人
面

談
を

定
期

的
に
行
い
、
所
属
職
員

が
抱

え
て

い
る

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
職

員
の

心
身
の
状
態
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

そ

の
よ
う
な
中
、
今
年
度

不
祥

事
が

相
次

い
だ
こ
と
は
、
公
務
員

と
し

て
の

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ５

自

覚

の

不

足

と

職

員

の

意

識

が

ど

こ

か

「
他
人
事
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
対
策
と
し
て
、
改
め
て

「
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
・
心
構
え
」
を
再

認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
先
月
、
専
門

的
知
見
を
有
す
る
外
部
講
師
を
招
へ
い
し
、

管
理
職
を
は
じ
め
全
職
員
を
対
象
と
し
た

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
」
を
実
施
し
、

法
令
遵
守
の
重
要
性
、
法
令
違
反
を
起
こ

し
た
際
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
再
教
育
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
を
新
た
に
実
施
し
、
よ
り
良

い
職
場
環
境
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
職
員
一
人
一
人
が
公
務
員
と

し
て
の
自
覚
を
常
に
持
ち
、
住
民
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
組
織
と
な
る
よ
う
、
引
き

続
き
職
員
教
育
・
組
織
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

静
岡
県
内
消
防
本
部
の
事
件
を
受
け
、

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
で
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
た
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

本
消
防
本
部
に
お
い
て

は
、
直
ち
に
、
全
職
員
に
対
し
、
本
件
報
道

内
容
と
合
わ
せ
て
、
酒
気
帯
び
運
転
の
禁

止
に
つ
い
て
改
め
て
通
知
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
交
通
事
犯
を
起
こ
し
た
際
の
職
員

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
内
規
に
よ
り
「
事
故

や
違
反
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
属
長

に
顛
末
を
報
告
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
お

り
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て

周
知
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
１
回
駿
東
伊
豆
消
防

組
合
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
令

和

２

年
の

協
議

で
は

住
民
サ
ー
ビ

ス
の

向
上
、
人
員
配
置
の
効
率
化
と
充
実
、
消

防
体
制
の
基
盤
強
化
な
ど
の
実
現
に
向

け
た
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
答
弁
さ
れ

て
い
る
が
、
下
田
地
区
消
防
組
合
と
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
両
組
合
の
基
盤
が
相

互
に
強
化
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
当
局
の

考
え
を
伺
う
。

答弁中の総務課長

静
岡
県
内
消
防
本
部
の
不
祥
事
事
案
に
つ

い
て

下
田
地
区
消
防
組
合
と
の
統
合
協
議
に

つ
い
て

須
佐

衛

議
員

質問中の須佐議員



二
つ
目
と
し
て
職
員
配
置
の
差
が
あ

り
ま
す
。
下

田
地

区
消
防
組
合
は
分

署

で
あ
っ

て
も
、
配

置
人
員
が
少
な
く

２

隊
同
時
運
用
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
の

問
題
も

あ
り
、
こ

の
ま
ま
統
合
す
る

こ

と
は
、
消
防
力
の
低
下
は
否
め
な
く
、
構

成
市
町
の
賛
同
は
得
ら
れ
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
令

和
３

年
１
月
の
本
組
合

幹

事
会
及

び
参

与
会
で
は
、
下
田

地
区
消

防
組
合

と
の

広
域
化
協
議
に
お
い
て
、

下
田
・
西
伊
豆
地
区
先
行
広
域
の
目
的

と
し
た

基
盤

強
化
に
つ
い
て
、
消
防
活

動
面
及
び
職
員
配
置
並
び
に
職
員
の
給

与
水
準
等
が
本
組
合
の
体
制
と
整
合
が

と
れ
て

い
な

い
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

消
防
基
盤
の
水
準
が
均
衡
す
る
ま
で
は
、

統
合
協
議
を
留
保
す
べ
き
と
の
結
論
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

令

和
３
年
、
４
年
中
の
会

議
は

ど

の
程
度

開
か
れ
、
ど
の
よ
う
な

こ
と

が

協
議
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

企
画
課
長

下
田
地
区
消
防
組
合

と
の
会
議
は
、
令
和
３
年
に
、
消
防
長
会

議
２
回

及
び

担
当
者
調
整
会
議
２
回
、

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ６

令
和
４
年
に
、
消
防
長
会
議
１
回
を
開
催

し
て
お
り
ま
す

令
和
３
年
の
２
回
の
消
防
長
会
議
及
び

２
回
の
担
当
者
調
整
会
議
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
ま
で
両
組
合
で
作
成
し
た
広
域
化

後
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
資
料
に

つ
い
て
確
認
し
た
結
果
、
構
成
市
町
に
明

確
な
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
提
示
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
広
域
化
協
議

は
難
し
く
、
当
面
は
応
援
出
動
や
職
員
交

流
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
の
消
防
長
会
議
１
回
に
つ
き

ま
し
て
は
、
下
田
地
区
消
防
組
合
議
会
に

お
い
て
、
「
駿
東
伊
豆
地
区
消
防
救
急
広
域

化
の
協
議
再
開
を
求
め
る
決
議
」
が
可
決

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
下
田
地
区
消
防
組

合
か
ら
説
明
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

東
伊
豆
町
と
河
津
町
の
行
政
境
界
が

両
組
合
の
行
政
境
界
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
が
、
令
和
５
年
元
日
に
発
生
し
た
河
津

町
の
旅
館
火
災
を
考
え
る
と
、
一
定
の
協

力
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
、
ま
た
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
、
駿
東
伊
豆
消
防
組
合
と
下
田
地

区

消

防

組

合

と

の

連

携

は

ど

の

よ

う

に

企
画
課
長

本
組
合
と
下
田
地
区
消

防
組
合
と
は
消
防
基
盤
の
水
準
に
大
き
な

差
が
あ
り
、
現
状
の
下
田
地
区
消
防
組
合

と
統
合
し
て
も
、
統
合
し
た
組
合
の
基
盤

が
単
純
に
強
化
さ
れ
る
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

消
防
基
盤
の
水
準
の
差
の
主
な
も
の
と

し
て
、
ま
ず
は
、
消
防
活
動
面
の
差
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
の
災
害
に
何
隊
出
動
さ
せ
る

こ

と

が

で

き

る

か

は
、
地

域

住

民

の

安

全
・
安
心
を
守
る
消
防
と
し
て
重
要
事
項

の
一
つ
で
あ
り
、
建
物
火
災
事
案
に
お
い

て
、
本
組
合
は
第
１
出
動
で
消
防
車
及
び

救
急
車
を
６
隊
か
ら
８
隊
出
動
さ
せ
ま
す

が
、
下
田
地
区
消
防
組
合
は
、
そ
こ
ま
で
の

出
動
体
制
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

差
は
未
だ
大
き
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

警

防
課
長

議

員
の

御
質

問
の

と

お
り
、
隣
接
市
町
等
と
の
協
力
体
制
の
構

築
は
重

要
で
あ
る

と

認
識

し
て

お
り

ま

す
。そ

こ
で
、
消
防
の
協
力
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
消
防
組
織
法
第
３
９
条
第
１
項

に
、
市
町
等
の
消
防
相
互
応
援
に
つ
い
て

の
努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

静
岡
県
で
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
「
消
防

相
互
応
援
」
に
つ
い
て
、
同
法
・
同
条
第

２
項
に
基
づ
き
、
「
静

岡
県
消
防
相
互
応

援
協
定
」
が
県
内
全
て
の
市
町
及
び
消
防

事
務
組

合
と
の
間

で

締
結

さ
れ

て
お

り

ま
す
。

こ
の
協
定
に
よ
り
ま
し
て
、
災
害
の
発

生
市
町

等
の
消
防

力

で
は

対
応

が
困

難

な
場
合
な
ど
で
、
応
援
の
要
請
が
あ
っ
た

と
き
は
、
災
害
対
応
を
応
援
す
る
隊
を
組

織
し
、
派
遣
す
る
協
力
体
制
が
、
既
に
静

岡
県
内

全
消
防
本

部

に
お

い
て

構
築

さ

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お

け
る
連
携
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
協
定
に

答弁中の企画課長



ト
レ
ス
や
過
労
の
軽
減
を
図
り
、
ま
た
、

一
部

の
署
に
お
い
て
は
、
救
急
隊

の
配

置
換

え
を
し
、
隊

員
１
人
当

た
り

の
救

急
出
動
件
数
の
平
準
化
を
図
る
な
ど
の

対
策

を
講
じ
、
こ

れ
ま
で
に

大
き

な
支

障
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
通
報
の
う
ち
、
約

２
割

が
緊
急
性
の
な
い
問
合
せ
だ
と
聞
く
が
、

救
急
車
の
適
正
利
用
の
た
め
の
広
報
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

救
急
課
長

救
急
車
の
適
正
利
用

は
、
救
急
隊
員
の
労
務
負
担
の
軽
減
や
、

緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
の
元
に
で
き
る

だ
け
早
く
救
急
車
を
到
着
さ
せ
る
た
め

に
は
、
極

め
て
重

要
で
あ
る

と
認

識
し

て
お
り
ま
す
。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ７

そ
こ
で
、
広
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
本
組
合
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
広
報
用
動
画
の
掲

載
、
救
急
フ
ェ
ア
や
街
頭
広
報
で
の
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
、
消
防
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

い
わ
ゆ
る
出
前
講
座
や
構
成
市
町
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
お
い
て
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
広
報
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

別
荘
地
を
多
く
抱
え
る
第
３
方
面
に

お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
移
住
者
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希

薄
で
消
防
団
の
目
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
が
、
火
災
や
救

急
の
一
報
が
入
っ
た
際
に
、
別
荘
地
内
の

住
居
の
把
握
や
住
民
の
把
握
に
問
題
は
な

い
か
伺
う
。

通
信
指
令
課
長

本
組
合
を
構
成
す

る
各
市
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、

世
帯
の
家
族
構
成
の
個
人
情
報
を
把
握
し

て
お
り
、
こ
の
最
新
デ
ー
タ
を
毎
月
各
構

成
市
町
担
当
課
か
ら
受
領
し
、
指
令
シ
ス

基
づ
き
、
応
援
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
災
害
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
速

や
か
応
援
隊
を
編
成
、
災
害
現
場
へ
派
遣

し
、
発
災
市
町
等
の
消
防
本
部
の
長
の
指

揮
の
下
、
連
携
し
た
災
害
対
応
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
の
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
管

内
の
救
急
出
動
件
数
は
昨
年
よ
り
３
,
１

９
２
件
多
い
２
６
,
１
１
２
件
で
、
過
去

最
多
の
出
動
件
数
に
な
っ
て
い
る
。
隊
員

の
長
時
間
勤
務
で
の
ス
ト
レ
ス
や
過
労
に

よ
る
勤
務
へ
の
支
障
が
な
い
か
伺
う
。

救
急
課
長

令
和
４
年
中
の
救
急
出

動
に
お
い
て
、
本
消
防
本
部
に
お
い
て
も

少
な
か
ら
ず
長
時
間
の
継
続
し
た
出
動
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

隊
員
の
ス
ト
レ
ス
や
過
労
に
よ
る
勤
務

へ
の
支
障
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
始
め
た
令
和
２

年
度
に
、
３
交
替
制
勤
務
を
こ
れ
ま
で
の

変
則
交
替
制
か
ら
、
当
番
、
非
番
、
週
休
を

繰
り
返
す
単
純
交
替
制
と
し
、
隊
員
の
ス

テ
ム
内
の
住
民
情
報
に
反
映
さ
せ
、
緊
急

通
報
の
受
信
時
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
別
荘

地
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を

把
握
す

る
こ
と
は

困

難
で

あ
る

の
が

現

状
で
あ
り
ま
す
。

救
急

活
動
を
含

む

全
て

の
現

場
活

動

に
お
い
て
、
住
民
情
報
及
び
利
用
者
情
報

は
重
要
事
項
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
組
合

が
持
ち

合
わ
せ
て

い

な
い

方
の

情
報

に

つ
い
て
は
、
別
荘
を
管
理
す
る
管
理
事
務

所
及
び

管
轄
警
察

署

と
情

報
の

共
有

を

図
り
、
現
場
活
動
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。

救
急
隊
員
の
過
労
の
状
況
に
つ
い
て

別
荘
地
の
現
場
把
握
に
つ
い
て

答弁中の救急課長

答弁中の通信指令課長
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５予備費

伸び率

− 5.9％

（単位：千円）

          ホームページ　www.suntoizufd119.jp/ 　E-mail　fd-kikaku@suntoizu119.jp  

          発行/駿東伊豆消防組合議会　〒410-0053　沼津市寿町２番10号　℡055-920-9119　fax055-923-9911

３国庫支出金 300 0.0%

４県支出金 37,358 0.6%

５財産収入 4,866 0.1%

６寄附金 1

令和５年度予算額

６２億７,６６３万３千円

令和４年度予算額

６６億６,998万5千円

比較増減額

− ３億９,335万２千円

0.0%

７繰入金

歳入

款　別 歳入予算額 構成比

１分担金及び負担金 5,990,439 95.4%

40,944

0.0%

100%

２使用料及び手数料 6,887 0.1%

合　　計 6,276,633

0.6%

0.1%

224,635 3.6%

合　　計 6,276,633 100%

９諸収入 23,822 0.4%

10組合債 197,400 3.1%

15,554 0.3%

８繰越金 6

5,000

 ※構成比（%）は、小数点以下第２位を四捨五入等により調整しています。

  　　歳出

款　別 歳出予算額

6,004,865

構成比

1,189 0.0%

95.7%

令和５年度予算を可決しました！

令和５年度予算の重点事業を紹介します。

１ 車両整備事業は、質の高い救急サービスの提供を維持するため、高規格救急自動車３台を更新整備するとともに、火

災・救助事案をはじめ、近年多発している自然災害などに的確に対応するため、老朽化の激しい水槽付消防ポンプ自動

車２台などの消防車両を更新整備します。

また、施設管理事業にあっては、高層階の火災等に適切に対応するため、はしご付消防自動車の梯体部オーバーホー

ルを行います。

計画的な車両の更新・整備を行うことで、各種災害対応力を強化し、消防活動体制の充実・強化を図ります。

２ 消防サービスを安定的に提供できるよう、補助制度や起債等を活用しながら、活動する消防職員の衛生環境の改善に

取り組むとともに、長引く新型コロナウイルス感染症対策にあっても、着実に実行し、安全・安心な消防・救急体制を

構築します。

３ 住民サービスの向上に努めるべく、電子申請への取組を行います。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ８

総額６２億７,６６３万３千円

歳 出歳 入

総務費

0.6％

消防費

95.7％

公債費

3.6％

予備費

0.1％

歳出予算額

６２億

７,６６３万３千円

分担金及び負担金

95.4％

組合債

3.1％

県支出金

0.6％

諸収入

0.4％

使用料及び手数料

0.1％

財産収入

0.1％

繰入金

0.3％

歳入予算額

６２億

７,６６３万３千円


